
令和６年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

 

１ 実践校名 滝沢市立鵜飼小学校 

２ 実 践 名 ６０（ロクマル）プラス鵜飼プロジェクト 

３ 実施対象者 全校児童 保護者 

４ 目 標  
生活習慣、運動習慣、食習慣を相互に関連付け、分掌を越えた一体的な取組を推進し、児童の

よりよい生活習慣の形成を目指す。 

５ 

実
践
内
容 

 

ア 
（① ・②） 

・「６０プラス鵜飼プロジェクト」と改称し、既存の取組を一体化して、全校で組織的な取組

を実践 

・保健、体力向上、食育担当が分掌連携し、ミニ会議等で組織的な連携 

イ 
（② ・④） 

・「生活リズム名人カード」と「６０（ロクマル）プラスプロジェクトチャレンジカード」を

一体化し、付けたい力を明確にしたチャレンジカードのカスタマイズ 

・児童が自らの生活習慣や運動習慣を見直し、工夫する委員会活動の充実 

ウ 
（⑤） 

・運動量を可視化するための万歩計の活用 

・長期休業中の情報メディアカードの活用 

・校報や保健だよりでの保護者への発信 

６ 成   果 

・各分掌のそれぞれの取組を関連付け、意味付けし、一本化することができた。 

・各委員会の発表、活動を年間計画に位置付け、系統的に進めることができた。 

・万歩計の使用で、活動量を数値化して、取組への意識を高めることができた。 

７ 課 題 

・スクリーンタイムは、取組中でも守るのが難しい実態があり、家庭の協力を得るための 

 情報提供等の工夫が必要である。 

・委員会活動や事前指導の内容、時期を交換する等、指導がマンネリ化しないように 

 チーム内で検討しなければならない。 

・万歩計の電池等、継続実施のための必要経費を確保したい。 

８ 今後の予定 

・３学期、給食委員会の児童朝会における発表。 

・万歩計、次回は中学年使用。 

・来年度の構想、計画をプロジェクトチームや児童の委員会で検討する。 
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